


順番やコップの色などによって違う味のよ
うに感じる，その自分の感覚と向き合い言
葉で表現することを重要視します。
　次に，「味覚」と「聴覚」を感じるワー
クショップでは，３つのそれぞれ異なる音
楽や音が流れ，その音を聞いて食べたい物
とその食べ物を選んだ理由をワークシート
に書き込みます。
　１番目は「ショパン夜想曲（ノクターン）
２番」が流れ，優雅な雰囲気を想像する人
が多く，紅茶やコーヒー，フランス料理な
どの意見が出ました。２番目は，食器や人
の声が混じったガチャガチャとした音で，
飲食店を想像する人が多く，アジア料理や
生ビールなどの意見が挙がりました。３番
目は，人気アニメのテーマソングで，この
曲を知っている人は，お祭りで食べる綿菓
子やラムネなどを想像し，知らない人は，
歌詞からイメージした食べ物を挙げ，意見
が分かれたのが印象的でした。

記憶や経験も左右する五感
　音を聞いて食べ物を想像するワークショ
ップでは，これまで経験した記憶が大きく
左右する，ということを実感できました。
実際に，東京都文京区立誠之小学校で年間
を通して行われている親子教室では，親子
別々の教室に分かれて同じワークショップ
を行い，親と子で違う感覚を確かめ合うこ
とを大切にしている，とのことです。

　人の五感は，「記憶，経験が大きく関わ
る人それぞれ固有のもの」であり，味覚は
教えることも，教わることもできない，と
いうことを石井氏は強調していました。
　また，これまで家庭科教育の中では，「一
人ひとりがどのように感じているのかをあ
まり大事にしてこなかった」と指摘します。
同会の家庭科での実践では，「ゆでる」調
理学習の中で，ほうれん草の加熱時間を変
え，子どもたちに「におい」「食感」「見た
目」「味」を感じさせ，自分はどのほうれ
ん草が好みかを選ばせます。自分がおいし
い，という感覚も人と違うということを知
り，主体的，意欲的に取り組む姿勢が見ら
れたそうです。
　同会の味覚教育には，子どもが自分に向
き合い，感じ，人と違ってもいい，という
ことを自覚する。その繰り返しが感覚を研
ぎ澄まし，人生を豊かにしていく，という
考え方が中心にあります。食育としてどの
ような成果が期待できるのか，これからの
データ蓄積が待たれますが，自分の感覚を

「表現する」という部分では，国語，図画
工作など，さまざまな教科での実践につな
げることができます。まずは，給食時間な
ど，短時間の食指導に，味覚のワークショ
ップを試してみると面白いかもしれません。
　同会の概要や活動については，ホームペ
ージ（http://www.idge.jp）をご参照くだ
さい。� （編集部・望月章子）
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